
町町長長ああいいささつつ  町長あいさつ 3つの“創る”の実現 
　2期目の就任にあたり、あらためて感謝と潔さを胸に刻み、引き続き町の発展と町
民の皆様の幸せのために邁進していく決意であります。 
　さて、私が町長就任から一貫して取り組んできたのが「町の強みと資源を活かし
たまちづくり」です。笠松町には、木曽川の豊かな自然、歴史と文化、交通の利便性
の良さ、充実した医療体制、魅力的な公園、郷土愛の強い住民性など他市町に引
けをとらない魅力がたくさんあります。 
　これらの強みと資源をよりいっそう活かすために『創造と変革』を旗印に「未来を
担う人づくり」「人と税収を呼び込むにぎわいづくり」「安らぎとぬくもりのあるくらしづ
くり」の3つの“創る”の実現に力を入れていきます。 
　一方で、当面の大きな課題でもある笠松競馬場の円城寺厩舎移転後の土地の
利活用についても岐阜県や岐南町と協力しながら具体的な案を示していきます。 
　あわせて、空き家対策や松枝南部の市街化調整区域内の有効活用を進めるこ
とで開発できる土地を増やし、人口減少対策や産業振興に繋げたいと考えています。 
　私たちは、これからアフターコロナという予測不能な時代を迎えようとしています。
しかし、私は不安を感じていません。なぜなら、この町には、幾度の困難を乗り越え
てきた歴史があり、“笠松愛”を誇る人たちがたくさんいるからです。力を合わせて
令和に光り輝く笠松町をめざしましょう！ 

　7月末から町内の全世帯にかさまつ応援割引クーポンを郵送で配布します。 
　クーポンは１枚500円が10枚ついており、町商工会に加盟する様 な々業種のお店で、お買い上げの半
額（1,000円会計ごとにクーポン1枚）まで割引が受けられます。ぜひご活用ください。 
利用可能期間　令和6年1月31日（水）まで 
利用可能店舗　クーポンに同封の店舗一覧をご確認ください。 c町商工会　蕁388‐2566

現在57歳。カメラとウォーキングが趣味で、撮影スポットに神出鬼没に現れる。 
競馬場で開催した仮装イベントではクオリティの高いコスプレを披露し、ネットニュースに。 
猫好きの一面も。名前の由来は12月25日のクリスマス生まれなことから。 

第21代笠松町長　古田 聖人 

かさマルシェが開催されました 

　5月20、21日、笠松みなと公園で、笠松町プロモーション協会主催のかさマルシェvol.5が開催されまし
た。「音楽とキャンプな前夜祭」と銘打った1日目は、夕方から夜にかけてキッチンカーの出店やジャズバン
ドのステージのほか、初のキャンプ泊の試みもあり、夜のみなと公園の雰囲気を存分に味わえるイベントに。 
　2日目は、105店舗の出店者が所狭しと並び、昨年からファンを増やしつつある笠松オリジナルの謎に
挑戦する謎解き探検ブースや子どもに人気のポニーふれあい体験など、かさマルシェにしかない「楽しい」
を求めてファミリーやカップル、高齢の方まで幅広い層の方が来場し、大盛況の2日間でした。 

エネルギー・食料品価格等の高騰対策として 
生活支援を行います 

7月末から順次お届け 

ご自宅に届くまで 
しばらくお待ちください。 

かさまつ応援割引クーポン 約3,900万円 

　子育て世帯を支援するため7月～10月（実質3か月分）の給食費を免除する
とともに食材料費高騰分についても公費で負担し、給食の質と量を維持します。 
　また特別支援学校へ通学している児童生徒の保護者についても、町立学
校の給食費相当額を支援します。 

c学校給食センター　蕁387‐5321　　教育文化課　蕁388‐3231

学校給食費免除 約2,900万円 

　地域の医療・介護・障がい福祉施設を維持するため、電力価格高騰による
負担軽減として事業内容や施設規模に応じた支援金を支給します。 

c健康介護課　蕁388‐7171

医療・介護・障がい福祉施設支援 約450万円 
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